
■ 例会日 第３水曜日 6:30～8:30PM ■会場  日本キリスト教団 浅草教会                      

   ２０１５年  11月 №４１9 

     Ｍｉｃｈｉａｎ Ｂｏｏｎｍａｐａｊｏｒｎ（タイ） 国際会長主題：「Ｍｉｓｓｉｏｎ ｗｉｔｈ Ｆａｉｔｈ」[信念のあるミッション] 

Ｅｄｗａｒｄ Ｋ．Ｗ．Ｏｎｇ（シンガポール） アジア会長主題：「Ｔｈｒｏｕｇｈ Ｌｏｖｅ，Ｓｅｒｖｅ」 [愛をもって奉仕をしよう] 

渡辺 隆(甲府クラブ)東日本区理事主題：「Ｓｔａｎｄ ａｔ ｔｈｅ ｏｒｉｇｉｎ ａｎｄｔａｋｅ ａ ｓｔｅｐ ｆｏｒ ｔｈｅ ｆｕｔｕｒｅ」[原点に立って､未来へステップ] 

 鈴木雅博（東京江東クラブ） 関東東部部長主題：「Ｃｈａｎｇｅ！！」 「チェンジ」 

  磯部成文 東京北クラブ会長主題：「見方をかえる・味方になる・味方をふやす」 

会長；磯部成文 副会長；辰馬行男; 書記；村杉克己 書記；金 秀男 会計；村杉一榮  担当主事；濱口隆久 

今月の聖句  ローマの信徒への手紙 8章18節 

『現在の苦しみは、将来わたしたちに現されるはずの栄光に比べると、取るに足らないと私は思います。』   金 秀男会員   

                                            

「第535回10月例会報告」       村杉克己会員                                                                                                                                                                                                                                                  

第536回 例会プログラム《ワイズ理解》 

 日 時 2015年11月18日(水) 18:30～20:30 

 会 場 日本キリスト教団浅草教会 台東区浅草3－4－5 

 受 付 濱口隆久 

卓話「私の半生・反省」 

東日本区ユース事業主任・東京山手クラブ会長 

                    浅羽俊一郎氏 

ハッピーバースディ― 

          15日 神谷邦子 

『11月第二例会報告』        村杉克己書記 

日時：2015年11月4日(水) 18:30～20:30 

場所：浅草文化観光センター 4階小会議室（浅草雷門前） 

1.第一例会プログラム  

①第537回2015年12月16日（水）《ＥＭＣ/ＭＣ》 

礼拝:篠田真紀子牧師･楽しく歌いましょう:布川慶子さん 

 ゆったりディナー：於イマージュ 

②第538回2016年1月20日（水）《ＩＢＣ/ＤＢＣ》 

 新年らしく会場設営を～プログラム委員を中心に 

２. 報告及び協議事項 

①会員動向～体調のよくない篠澤さん､濱口さん祈る回復を。 

②「関東東部部会」報告 10月3日（土）   裏面掲載 

③「第2回関東東部評議会」11月14日（土） 

  出席者確認：磯部、村杉・一榮。 

④｢興望館デー｣～11月15日(日)例年通り＜チョコバナナ＞ 

  参加者確認：磯部、小仁、村杉 

⑤「東日本区メネットの集い」～11月28日（土）・熱海 

⑥｢在京ワイズ合同新年会｣16年1月9日(土)12：30～15：30 

 場所：桜美林大学多摩アカデミーヒルズ 

⑦浅草教会～こどもの教会クリスマス（12 月 23 日）にゲー

ム指導を希望、日程上無理となり今回は見送りにする。 

出席者：磯部・幸子、神谷、小仁、辰馬、村杉・一榮。 

日時：10月21日（水）18：30～20：30 

場所：興望館ホール 

クラブチャーター以

来興望館での2度目

の例会、会長の開会 

点鐘、興望館厨房ス

タッフによる美味し

い食事を頂きながら、

いつものニコニコ、

健康診断、石巻での

歌声ボランティア、

東洋英和女学院と興望館との繋がり、ＹＭＣＡプログラムで

の体力消耗、数回に渡る海外出張、台所のリフォーム、癌よ

る入院治療、東京ドームでの野球、興望館落語会のスタート

時の思い出、欠席会員の近況等々。興望館参加スタッフの自

己紹介、永い交流を感謝。卓話「興望館と地域福祉」ＤＶＤ

による 1919 年東京下町で「セツルメント」としてスタート

して 96 年の映像。当時墨田区は東京の中で最も人口の密集

した貧しい地域でした。セツルメントとは地域の人々と共に

福祉課題をとらえ、その解決のための実践をしていくことを

目的として北米・カナダの女性宣教師たちによってもたらせ

た。現在は保育園・児童養護施設(沓掛学荘)・地域活動(学童

クラブ・年配者プログラム)を中心として、創立当時の考え方

が土台となって運営されている。今の興望館の基本理念＊子

どもたちが成長していく場所＊子どもたちの 成長を地域と

一緒に実現していく場所＊実践を通じて、ボランティア・ス

ピリットを学ぶ場所。11 月 15 日の興望館デーのチョコバナ

ナ販売を楽しみに･･閉会点鐘 

出席者：磯部･幸子､神谷､金､小仁､濱口､村杉･一榮､山根 

興亡館：野原健治、片倉睦子、高橋信敏、 

    小林千尋、内田治代、萱村竜馬 

清泉ＹＭＣＡ：中村 萌、松本真希、白塚美歌 

       土屋祥代、溝井柴乃 

10月在籍者   10月出席者  10月出席率 ＢＦ等ポイント ニコニコボックス 

会    員     11名 

 

広義会員      0名 

合    計    11名 

 

 会    員   9名 

 メネット    0名 

 コメット    0名 

 ビジター    0名 

 ゲスト      11名 

 合    計   20名 

            82％ 

   メイクアップ 

0名  

   月修正出席率 

           82％ 

10月分 

 切  手     0ｇ 

  現  金   0円 

本年度累計 

 切   手     5ｇ 

 現   金 8,000円 

        10月分  

8,000円 

    本年度累計 

       47,900円 



■ 例会日 第３水曜日 6:30～8:30PM ■会場  日本キリスト教団 浅草教会                       

「第19回 関東東部部会に参加して」   村杉一榮会員 

10月3日(土)快晴で暑すぎるような天候の中、清澄庭園で 

行われました。部長・各事業主査による報告の後「ワイズを 

考える！！！」―これからの一歩・温故知新―と題して、岡

本尚男氏(元日本区理事・京都キャピタルクラブ)の講演。こ

のままでは駄目だ、関東東部がなくなってもいいのか、例会

の都度“いざたて”と歌っているではないか、本気になって

今まで以上にクラブ運営をすべきだと、時にはユーモアを交

え檄を飛ばされたお話でした。休憩で庭園散策、池の鯉にえ

さやりをしているのをのんびり眺めてながら。懇親会が始ま

り、その昔「カネボウキャンペーンガール」でブレイクした、

服部真湖さんの日舞で江戸情緒たっぷり、北海道・東新・ 

あずさ・富士山・京都と他の部からも多くの参加者とともに 

楽しい会となりました。（磯部・神谷・小仁・村杉・一榮 ） 

 

「中国にて」           山根一毅会員 

9月下旬、中国・天津YMCAの120周年に合わせて、天津、

南京、上海を訪ねる機会が与えられた。これまで私が知って

いる中国は、10年前に香港からほんの数時間だけ訪れた深セ

ンと、2008年オリンピック直後の北京。中国がいよいよ急速

な発展のスタートを切った頃で、その発展は荒削りで、多く

の人々には田舎から出てきた泥臭さが残り、豊かさと貧しさ

が混在しているような、そんな印象を抱いたのを覚えている。

そして 2015 年、今度は中国からの観光客が“爆買い”する国

「日本」から再び中国を訪れることとなった。まず圧倒され

たのは、中国の都市の、その近未来的な建物と立体交差の道

路、眩いばかりのネオンに彩られた豊かさだった。都市から

少しはなれた田舎町では今も間仕切りのない公衆トイレが一

般的だし、報道では中国国内での貧富の格差は更に拡大して

いると報じられている。しかし、単に欧米の建物を真似した

だけではないその景観は、彼らが日本や欧米に「追いつき追

い越す」人々ではなく、はっきりと自分達の世界観をもった

人々であるという印象を強く持った。もう一つ、今回は

YMCA 関係者や大学関係者と平和について話すことができ

た。南京大学でお会いした劉成教授（歴史学）は「私たちは

軍事力や経済力ではなく、人々の対話によって平和を創りだ

すべきなのです」と語ってくださった。今、南京大学には中

国全土、そして日本を含む世界中から「本当の平和とは？」

というテーマで青年達が頻繁に集い、互いに学び合っている

そうだ。「平和」そして「いのち」、私たち日本が大きな罪を

犯した南京の地から、そのメッセージが力強く発せられてい

るように感じた。 

† † † † 清泉YMCA便り † † † † 1年 越水知実さん 

 清泉YMCA では、手作りのお汁粉と宮古名物のいかせんべ

いを販売しました。いかせんべいの売り上げは、被災地への

寄付金として送られます。はじめての清泉祭ということで、

わたしたち一年生にとっては、不安と楽しみがありましたが、

無事、大盛況に終わることができました。お客様に「ありが

とう」や「美味しかった」、「がんばってね」などの言葉をか

けていただいたことがとても励みになり、達成感を感じると

ともに、やってよかったなと感じました。あまり話したこと

のない先輩や同期とも、協力することで交流の輪を広げるこ

ともできました。前日準備や当日販売など、大変でしたが、

とても良い思い出になりました。 

 

＊＊＊＊ 興望館便り ＊＊＊＊ 後藤敬一さん＊＊＊＊ 

去る10月10日に午前中は保育園、午後は地域の方を対象と

したプレイデー（運動会）を行いました。毎年最終競技とし

て行う綱引きですが、今年は男性25名対女性41名で対戦し

ました。年齢も生活も全く違う大人が、共に力一杯綱を引き、

共に声を出し合う姿は圧巻でした。また、その周囲では子ど

も達も、精一杯応援していました。興望館が行う地域福祉に

おいても、幅広い世代が協力し一つの目的に向かうことは、

欠かせない要素となっています。 

 

YyYyYyYyYyYyYyYyYy ＹＹＹＭＭＭＣＣＣＡＡＡニニニュュューーーススス   YyYyYyYyYyYyYyYyYyY 

１０月１２日（体育の日）、第３２回会員ソフトボール大会が

出版健康保険組合大宮運動場にて開催された。昨年は雨天中

止となり、２年ぶりの開催となった今大会には、過去最多１

８チームからエントリーがあり、初参加の埼玉ＹＭＣＡ、芝

浦交流プラザ、キャナルコート保育園、高等学院含めて総勢

２８５名の参加があった。晴天の中、白熱した試合が行われ、

とちぎＹＭＣＡと賛助会企業のジョンソンコントロールズ㈱

の２チームが優勝の栄冠に輝いた。 

１０月２４日（土）、台北ＹＭＣＡ７０周年記念式典が台北Ｙ

ＭＣＡにて開催された。アジア各国から約５０人の来賓が訪

れ、総勢３００人が出席。東京からは、評議員会会長の勝田

正佳氏、国際委員の神保伊和雄氏、井口保雄氏、廣田光司総

主事が出席した。１９７８年から隔年で開催している台北・

東京・ソウルの３都市ＹＭＣＡ指導者会議（ＳＴＴ）他、１

９９０年代の台北ＹＭＣＡ少年スキーキャンプの受け入れや、

１９９９年の台湾大地震における台北と東京のスタッフ・ボ

ランティア協同による被災者救援活動など、台北ＹＭＣＡと

東京ＹＭＣＡのつながりは深い。２０１３には、ＳＴＴの枠

組みの中で東日本大震災のワークキャンプを３カ国の青年た

ちが集まって実施した。今回の式典では、約１５年間総主事

を務めたデビット・リー（李輝雄）氏が退任。新総主事とし

てジェイムス・トウ（賽仁君）氏が就任された。 

今後の主な行事日程 

 ・ソシアスフォーラム2015  11月7日（山手センター）  

 ・ＹＭ/ＹＷ合同祈祷会    11月12日（東京ＹＭＣＡ） 

 ・親と子のハーモニーコンサート  11月14日 

                （玉川聖学院谷口ホール） 

 ・国際クリスマス祝会   11月28日（東陽町センター） 

 ・クリスマスオープンハウス12月23日（東陽町センター） 

（濱口隆久担当主事） 

 

yYyYyYyYyYyYyYyYyYyYyYyyYyYyYyYyYyYyYyYyYyYyYyY YyYyYyYyYyY 


